
関係機関連絡先

大田区簡易版BCPシート 災害編

緊急時に役立った事例

BCPで事前に備える

基本方針を決める

重要業務を特定し、
対策を検討する

被害を想定する

緊急時の体制を作る

緊急事態時の行動

発災前の対応

初動対応

事業継続対応

緊急事態発生

迅速な情報発信で顧客の信頼向上

アウトソーシングによる代替生産

業務の重要情報を一元化

信頼向上に伴う自社ブランドの向上

経費の削減

生産性の向上

シートの活用

重要業務の特定

① 会社の売上げに最も寄与している事業は何ですか?
② 事業の延滞による損害が最も大きい事業は何ですか?また、どの程度の遅延時間が許容できますか?
③ 法的または財政的な責務はありますか?ある場合、どの事業が必要ですか?
④ 市場シェアや会社の評判を維持するためには、どの事業が重要ですか?

事前対策（資源確保の対策）

緊急事態時の対応体制

大田区簡易版BCPシート 「記入のポイント」
大田区における災害による被害想定

大田区
ハザードマップ
（震災編）

大田区
ハザードマップ
（風水害編）

大田区
ハザードマップ
（土砂災害編）

区分 手段 内容

リスク
コントロール

回避 リスクを伴う活動自体を中止し、予想されるリスクを遮断する対策。
リターンの放棄を伴う。

損失防止 損失発生を未然に防止するための対策。
予防措置を講じて発生頻度を減じる。

損失削減 事故が発生した際の損失の拡大を防止・軽減し、損失規模を押えるための対策。

分離・分散 リスクの源泉を一箇所に集中させず、分離・分散させる対策。

役割（機能） 内容
統括責任者 全社の対応に関する重要な意思決定及びその指揮命令を行う
代理責任者 統括責任者不在の場合の代理責任者
復旧対応機能 施設や設備の復旧等、社内における復旧対応
外部対応機能 取引先や協力会社、組合や商工会との連絡や各種調整
財務管理機能 事業復旧のための資金調達や各種決済

ロジスティックス機能 従業員の参集管理や食料手配、負傷した従業員の対応等
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１．発災前の対応 ２．初動対応 ３．事業継続対応

大田区簡易版BCPシート＜災害編＞

１．緊急事態における基本方針
方針を考え、当てはまる項目に、「✓」を記入します。

２．被害想定
事業所の周辺では、どのような災害が想定されているのか、ハザードマップ等を確認して記入します。

３．災害による事業への影響
以下の災害による事業への影響を確認して、状況をイメージします。

４．重要業務、目標復旧時間、必要な資源、資源を確保するための対策
事業を継続するために重要な業務を選定し、いつまでに復旧（再開）するのか、業務に必要な資源は何か、また資源を確保するためにどのような対策をとったらよいかを記入します。

５．財務状況の把握、資金調達・相談先
財務状況を把握し、資金の調達先や相談先を整理し、記入します。

６．緊急時の体制、主要な取引先や連携・協力先
緊急事態に対応するための体制を考えるとともに、主要な取引先や協力先を記入します。

災害が発生する前の行動について考え、記入します。 災害が発生した際、まずは以下の対応を行います。具体的な情報を考えて、記入します。 初動対応が終わったら、以下の対応を行います。事業継続に必要な情報について、
当てはまる項目に「✓」を記入します。
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